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１．概要（Summary） 

本課題では，固体高分子形燃料電池に用いるナノ・マ

イクロスケール多孔質電極の構造形成過程における材料

の輸送現象並びに形成された電極内の電気化学反応物

質の輸送現象を明らかにするために，微細加工技術を応

用した計測技術開発に取り組む． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

深堀りエッチング装置，RF スパッタ製膜装置，収束イ

オンビーム装置，LED描画システム，ナノ粒子解析装置 

【実験方法】 

本研究実施にあたってはマイクロ電極とマイクロ

流路の作製が不可欠である．微細加工プラットフォー

ムにおいて LED 描画装置を用いたマスクの作製を行

った．また，スパッタ製膜装置による電極用の金属薄

膜の製膜及び深堀りエッチングによるシリコン加工

を行い，マイクロ電極及びマイクロ流路を作製した．

形成された電極内の材料分布を調べるために，収束イ

オンビーム装置を用いた． 

電極作製にあたり重要となる試料の粒径及びゼー

タ電位計測のため，分子・物質合成プラットフォーム

におけるナノ粒子解析装置を用いた． 

研究室所有の設備を用いてフォトリソグラフィー，

計測システムの構築及び評価を行った． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

LED 描画装置により作製したマスクを用いたフォ

トリソグラフィーとシリコンエッチングによりマイ

クロ流路を作製し，単一層電極評価用の燃料電池セル

を作製した（Figure 1）．マスク技術を応用した自作の

マイクロ目盛付きプレートを用いてアノードとカソ

ードの流路の位置決めを行っており，流路幅 100μm

の流路に対して，10μm 以下の位置決め精度でセル作

製を実現した．スパッタ製膜とフォトリソグラフィー

により線幅 100μm の金電極を作製し，燃料電池多孔

質電極のためのスラリー乾燥形成過程の抵抗計測を

実施した．また，収束イオンビームによる電極内材料

分布解析の基礎的検討を行った． 

ナノ粒子解析装置を用い，電極スラリー内のカーボ

ン粒子径及びゼータ電位を計測することができ，材料

配合を変えた際に，スラリーの安定性を評価するため

の指標として有効に利用できることが分かった． 

 

Figure 1. Cross-section of the fabricated cell. 
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